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4.斜面方位 
那智川流域、太田川流域ともに小流域毎に分析を行ったが、紙面の都合上 6地域の大別結果のみ図 5に示す。那

智川右岸側および上平で北向き斜面が確認されたが、その他の対象地点はほぼ南西～東向き斜面であった。那智川

右岸の蛇ノ谷川および尻剣谷川流域で北向き斜面が比較的多く確認された 3)。 
5.降雨と崩壊 
対象地域の解析雨量計算メッシュを図 6に、各メッシュ

の連続雨量を図 7に、最大時間雨量を図 8に、口色川と那
智川流域の計測雨量に基づくハイエトグラフを図 9 と図

10 に示す（気象庁データおよび参文 2)）。口色川では最大

時間雨量は 50mm/h 程度であるが連続雨量は 1000mm を

超え、那智川流域では最大時間雨量は 100mm/h を超える
が連続雨量は 800mm 程度である。メッシュ毎の解析雨量

最大値と図 6の崩壊地点を重ねて比較すると、連続雨量の
大きなメッシュでは崩壊や土石流が少なく、最大時間雨量

の大きいメッシュでは多いことが示された。 
6.考察とまとめ 
那智川流域および周辺地域を小域毎に分類して地形的特

徴を調査した結果、分布割合は異なるが概ね同様の傾向を

示すことが確認された。ただし、妙法山東側等、部分的に

他の地域と異なる傾向を示す場合が見られた。降雨特性に

ついては、崩壊数から累積雨量の多さより降雨強度が崩壊

により強い影響を与えた可能性が考えられた。 
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図 地質分類別傾斜角分布

図 地域別傾斜角分布

図 斜面方位
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図 最大時間雨量図６ 解析雨量メッシュと崩壊地点

図 連続雨量
（ 時間無降雨によりリセット）
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図 那智川流域ハイエトグラフ

Aug 31      Sep 1        Sep 2        Sep 3       Sep4

図 口色川ハイエトグラフ
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